
無料で有意差を出す方法

～ 統計解析フリーソフト R の紹介 ～



本日のメニュー

統計解析と統計解析ソフト

R とは？

R と検定

R とグラフィックス

R とシミュレーション

まとめ



統計解析と統計解析用ソフト



統計解析と統計解析用ソフト

学校で統計を勉強するために必要なもの

教科書や参考書

データを視覚的に見るためのグラフィックツール

教科書に載っている計算手順を実際に計算するた
めの計算ツール

会社でデータ解析を行うために必要なもの

データに関する資料

データを視覚的に見るためのグラフィックツール

データの要約を行うための計算ツール



統計解析と統計解析用ソフト

プログラム言語：C 言語や JAVA など

計算速度が速い

プログラム作成が面倒（作成の手間，バグ取り）



統計解析と統計解析用ソフト

表計算ソフト：EXCEL など

データを GUI 上で操作することが可能

手軽にグラフィックス表示をすることが可能

データ加工やプログラム作成には不向き



統計解析と統計解析用ソフト

統計解析ソフト：SAS，SPSS など

データ操作に長け，グラフィックス表示可能，プログ
ラム作成が出来る

非常に高価（個人で買える値段ではない）



R とは？



R とは？

フリーの統計解析用ソフトウェア

ベースは S システム（後の S言語，S-PLUS）

【長所】 関数電卓，数値計算，プログラミング，
統計解析，グラフィックスの機能がある
計算速度が速い
機能拡張が容易に行える

【短所】 EXCEL などの表計算ソフトに比べて
GUI の機能が劣っている・・・
大規模なデータを扱う場合は多少骨が折れる



Windows版 R



Mac OS X 版 R



対応プラットフォーム

Rは以下のバージョンがある

Windows 版

Mac OS X 版

Linux 版
（Vine, Redhat, Debian, Mandrake, suse）

Unix 版

Windows 版と Mac OS X 版はメニューや
メッセージが日本語化されている



【参考】R Commander



R による簡単な計算

四則演算はもちろん，累乗の計算や括弧が
入った計算も行うことが出来る

関数電卓のような特殊な数学関数を使った
計算も実行出来る

> (1 + 2 - 3 * 4) / 5^6
[1] -0.000576

> cos(pi) + exp(0) + sqrt(4)
[1] 2



R による簡単な計算

自分で関数を定義して，その関数を使って
計算を行うことが出来る

関数の定義に慣れれば，シミュレーション
が出来る

myfunction <- function(x) {
return( sin(x^2)*log(x^2) )
}
curve(myfunction, -5, 5)
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データの読み込みについて

データを手で打ち込んで入力

テキストファイルから読み込み

EXCEL のセルをマウスでコピーして
R に貼り付け

他の統計解析用ソフトのデータ形式
ファイルの読み込み
（EXCEL，SPSS，STATA，・・・）



EXCELのセルをコピー＆ペースト

Windows 版の場合

# 列名をコピーした場合

x <- read.delim("clipboard", header= T )

# 列名をコピーしなかった場合

x <- read.delim("clipboard", header= F )



EXCELのセルをコピー＆ペースト

Mac OS X 版の場合

excel.mac <- function(...) {
args <- c(...)
temp <- matrix(scan(""), byrow=TRUE, 
ncol=length(args))
data <- data.frame(temp)
colnames(data) <- args
return(data)
}
excel.mac("X", "Y") # 列名を入力
1:                    # ペーストする



データの編集

Windows 版 Mac OS X 版

データをセル形式で見る場合は関数
edit(データフレーム名) を用いる

DF <- edit(DF)



R と検定



R と検定

さまざまな基本統計量を求めることが出来る

要約統計量summary()相関係数cor()
四分位偏差IQR()標準偏差sd()
分位点quantile()分散var()
範囲range()総和sum()
最小値min()中央値median()
最大値max()平均mean()
機能関数機能関数



R と検定

さまざまな検定を行うことが出来る

回帰分析，分散分析lm()
一元配置分散分析oneway.test()
Fisherの直接確率検定fisher.test()
χ2検定chisq.test()
等分散の検定（F検定）var.test()
Wilcoxon検定（1標本，2標本）wilcox.test()
t検定（1標本，2標本）t.test()

機能関数



R と検定：(例)生存時間解析
ログランク検定（パッケージ：survival ）

Call:
survdiff(formula = time2 ~ x, data = MYDATA)

N Observed Expected (O-E)^2/E (O-E)^2/V
x=Maintained    11        7    10.69      1.27      3.40
x=Nonmaintained 12       11     7.31      1.86      3.40
Chisq= 3.4  on 1 degrees of freedom, p= 0.0653

カプラン・マイヤープロット



R とグラフィックス



R とグラフィックス

グラフィックスを作成するのが非常に楽！
（他のソフトに比べると差が歴然！！）

簡単な命令ですぐに見栄えの良いグラフが
得られる ⇒ 微調整は不要！

もちろん，カスタマイズも柔軟に行える

すぐに画像ファイルとして保存できる

手っ取り早くビットマップ形式でコピー＆保存可

さまざまな画像形式に対応
（jpeg，png，emf，eps，pdf...）



R とグラフィックス
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R とグラフィックス
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R とシミュレーション



R とシミュレーション

プログラムの作成が比較的簡単なので，
関数の定義に慣れれば，すぐにシミュ
レーションを実行することが出来る

計算速度が速い

乱数の質が高い
（メルセンヌ・ツイスター法）

結果をグラフィックスに出力することが
出来る



例1：乱数生成法のあら探し

線形合同法：以下の式から一様乱数列を得る

Xn+1 ＝ a*Xn + c （mod M； n≧1 ）

乗数 a と定数 c，法 M の選択によっては…
乱数列の周期の長さが異なってくる

生成した乱数の点列を組み合わたときに規則性
（結晶構造）を生じることがある

⇒ R で実験してみる

Xn+1 = 45Xn + 1 (mod 210) で乱数を3000個生成



例1：乱数生成法のあら探し

ちなみに R はメルセンヌ・ツイスター法により乱数を

生成している（周期 219937-1，623次元で一様分布 ）
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例2：正規乱数の生成

U1, ・・・, U12 ～ U(0, 1)

E(Ui) = 1/2，V(Ui) = 1/12      ( i = 1, ... ,12)

X = U1 +・・・+ U12 - 6 ～ N(0, 1)

中心極限定理より，X は正規分布に従う

加算と減算で正規乱数を生成することが出来る

一様乱数12個から生成しているので良質

この方法では，| X | ≧ 6 となるものが出来ない
⇒ 理論上の確率は数億分の1



例2：正規乱数の生成

X を 10000 個生成したグラフ（実行時間1秒）
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例2：正規乱数の生成

R には特定の確率分布に従う乱数を生成する関数が
多数用意されている

ロジスティック分布

ウィルコクソン順位和統計量の分布対数正規分布

ワイブル分布超幾何分布

スチューデント化された分布幾何分布

一様分布ガンマ分布

t 分布F分布

ウィルコクソンの符号付順位和統計量の分布指数分布

ポアソン分布カイ二乗分布

正規分布コーシー分布

負の二項分布二項分布

多項分布ベータ分布

分布名分布名



まとめ



本日のまとめ

R とは？ ⇒ フリーの統計解析ソフト

R で出来ること
⇒ 関数電卓，数値計算，プログラミング，
統計解析，グラフィックスの機能がある

⇒ 機能拡張が容易に行える

R とグラフィックス

⇒ グラフが簡単に作成できる

R とシミュレーション

⇒ 計算速度が速い，プログラム作成が容易
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無料で有意差を出す方法

～ 統計解析フリーソフト R の紹介 ～

完


